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神無月

みなさんとＪＡとうかつ中央を結ぶ広報誌

www . j a - t o u k a t s u c h u o u . o r . j p

JAとうかつ中央
※表紙登場者の紹介記事は16ページです。

笑味ちゃん チパンダくん

お得な情報が満載　ホームページもご利用ください。 とうかつ中央 で 検索
パソコンから

流山市北

　　　　河
かわはら

原　聡
そ う ま

真　　　さん（ 7）
　　　　　　　匠

たくみ

　　　さん（ 4 ）
　　　　　　　健

け ん と

人　　さん（ 1 ）
　お父さん　　和

かずのり

典　　さん　
　お母さん　　舞

ま ゆ こ

由子　さん
今月は、新川支店管内から
河原さんご一家を紹介します。

Ｑ．聡真さんの紹介
Ａ．小学一年生です。学校では、算数が好きで
す。習い事は、サッカーと水泳教室に通っ
ています。

Ｑ．匠さんの紹介
Ａ．幼稚園年少さんです。好きな食べ物はラー
メン。「きかんしゃトーマス」のファンで、
プラレールで遊ぶことに夢中です。

Ｑ．健人さんの紹介
Ａ．お兄ちゃんたちと一緒に遊ぶことが大好き。
最近は、アニメ「鬼滅の刃」に夢中で、キ
ャラクターのまねをしています。

Ｑ．最近の家族の楽しかった思い出は
Ａ．自宅の庭で、バーベキューをしたり、花火
をしたこと。

Ｑ．お父さんとお母さんから子供たちへ
Ａ．三人とも、男の子らしく、強くのびのびと、
そして元気よく成長して欲しい。

お こ わ
　毎日、もち米を蒸したおこわを食べている民族がいることをご存じですか。ラオスやタイ、ベトナム、
中国に住む少数民族です。私がラオスに 1週間滞在したときも毎食おこわで、一口大にちぎって小魚の
塩辛とトウガラシを付けて食べました。
　インドネシア・スマトラ島のパダンでは、おこわを握って小エビの塩辛とトウガラシを塗って焼いた
り、混ぜて揚げていました。サツマイモをのせ、フルーツのソースをかけたものもありました。中国の
湖南省長沙市ではこしあんを詰めたおこわにフルーツを飾って甘いソースをかけた八宝飯（パーポウフ
ァン）を食べました。
　タイやベトナムでもおこわはよく食べられていました。ところが、タイではこのごろ、農作業の機械
化で汗水垂らして働かなくなりました。うるち米を電気釜で炊いて食べることも多くなりました。
　日本でも、私の町の秋祭りでも若衆はおこわ（赤飯）は食べません。秋祭りのうたげは昔と異なり、
焼き肉パーティーですから。それを見て、私は「ピーヒャララ　宴で残りし　赤まんま」と詠みました。
　京都や大阪では朔日（ついたち）と15日は赤のまんまと決めていた家が多くありましたが、今はあま
り食べられていません。ところが、私が指導しているスーパーではお
こわが毎日よく売れるようになりました。鶏肉やゴボウ、ニンジン、
シイタケ、レンコンなどをだしとしょうゆ、みりんで煮て、もち米に
混ぜて蒸したものです。鳥取県の大山おこわに似ています。この具に
油やカレー粉を加えてピラフ風にすると若い方に好評でした。もち粟
入りも特に若い女性に人気。もち麦入りも面白がって食べていました。
伝統を継承するためには、昔の味に時代性を加えることが必要です。
伝統にこだわり過ぎると消えていくのみ。再考を。

伝承料理研究家●奥村彪生

お米と日本人



8 月主要事業実績等のご報告

出資金……………………………………………16億58百万円

貯　金…………………………………… 3,639億84百万円

貸出金…………………………………… 1,461億41百万円

販売品取扱高… ……………………… 6億19百万円

購買品取扱高… ……………………… 3億56百万円

長期共済保有高… …………… 6,321億86百万円

もくじ
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クローズアップ “のうぎょう”	 4
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特集「毎日の食卓に！小豆大研究」	 6
JAニュース	 8
あぐり情報「農業者年金制度の改正について」	 10
お客様情報の再確認に関するご協力のお願い	 12
未利用口座管理手数料の導入について	 13
インフォメーション	 14
わが家のアイドル
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遺言による寄付と課税関係
〜遺贈寄付その２〜

　前号に引き続き遺贈寄付つき、実際に寄付した場合の課税関係を取り挙げます。寄
付は、タイミング（生前か相続後か）、寄付者（被相続人か相続人か）、寄付財産（金銭
か不動産等か）、寄付先（国県市等か公益法人等か）などの組み合わせによって優遇税
制の有無や内容が異なってきますが、ここでは相続後に国県市などの地方公共団体、
又は日本赤十字社、国境なき医師団など社会貢献活動を行う特定の公益法人に寄付し
た場合の“相続税”と“所得税”について整理していきます。寄付に係る優遇税制を知る
ことで相続税及び所得税において大きなメリットがあります。
１．被相続人による寄付
自分自身が寄付者となるためには、遺言書を作成し、遺言書に寄付先や寄付財産
を明記しておく必要があります。被相続人による寄付については、相続税と所得税
の二税目に優遇措置が用意されています。
まず、相続税はかかりません。
また、所得税については、被相続人の準確定申告にて「寄付金控除」又は「税額
控除」を受けることができます。「寄付金控除」は寄付額から2,000円を控除した額
を所得控除とするものです。一方「税額控除」は寄付額から2,000円を控除した額の
40％を税額から控除するものです。実際の申告ではいずれか有利な方で控除を行っ
ていきます。
さらに、寄付財産が不動産や株式など譲渡所得の基因となる財産である場合には、
寄付先によっては“みなし譲渡所得”として財産の売却とみなし購入時からの値上が
り益課税がある場合がありますので注意が必要です。みなし譲渡所得に該当する場
合には、相続人等が被相続人の準確定申告で行い、相続税の計算では債務として控
除します。不動産などの寄付については、名義変更手続き、税負担、遺言内容を誰
が執行するかといった実務実効性に課題があり、寄付財産は金銭に限るとしている
受け入れ先もあるようですので、遺言作成前に寄付先に確認を行うことをお勧めし
ます。
２．相続人による寄付
相続後に相続人の意思で寄付する場合で、寄付者は相続人となります。同様に、
相続税と所得税の二税目に優遇措置が用意されています。
相続税は、原則として課税対象になりますが、相続した財産を相続税の申告期限
までに寄付した場合には相続税を非課税とすることとなっています。非課税対象の
財産は相続人固有の財産は含まれず、相続財産に限られること並びに相続税の申告
期限までの期限付となりますのでご注意下さい。
また、所得税については、被相続人による寄付と同様に「寄付金控除」又は「税
額控除」を受けることができます。寄付金控除は相続人が確定申告を行うことでで
きます。

（税理士法人ＪＰコンサルタンツ　税理士 佐藤健一）

理事会だより

＊令和 3年 8月24日に本店 3階役員会議室
で開催致しました。

協議事項
第１号議案　農業協同組合経理規程等の一

部変更について
第２号議案　大口貸出について
第３号議案　米穀の集荷方針について

報告事項
（１）みのり監査法人令和 3年度監査計画

概要書について
（２）令和 3年度（ 4月～ 6月期）内部監

査実施結果報告について
（３）不祥事未然防止策について
（４）　7月期の事業実績等について

経営管理委員会だより

＊令和 3年 8月24日に本店 4階会議室で開
催致しました。

報告事項
（１）合併検討委員会の報告について
（２）十太夫支店　賃貸借契約仲介業務に

かかる損害賠償請求事件について
（３）旧古ヶ崎、旧六和、旧常盤平支店の

取壊しについて
（４）大口貸出について
（５）米穀の集荷方針について
（６）みのり監査法人令和 3年度監査計画

概要書について
（７） 7月期の事業実績等について



【全体運】対人運が活性化。気持ちの触れ合いを大切に。仲良しが増えそう。ちょっとした工夫が幸せを運んできます
【健康運】無茶はしないで。安全を確認してから
【幸運の食べ物】ジャガイモ

牡羊座　3/21～4/19

ルネ・ヴァン・ダール研究所　http://www.rene-v.com/

【全体運】整理整頓、片付けを優先しましょう。絡まっていた問題もすっきりしてきます。分析的な思考方法で成功へ
【健康運】旬の食材を取り入れた食事で元気回復
【幸運の食べ物】リンゴ

牡牛座　4/20～5/20

今月のあなたの運勢　　　モナ・カサンドラ 占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探究。
コンピュータによるホロスコープ作成の道を開いた。現在は執筆活動をはじめ、さらなる占星の研究を重ねている。

　
販
売
方
法

は
、
小
カ
ブ

が
主
に
市
場

出
荷
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・

枝
豆
な
ど
は

直
売
所
販
売

で
す
。

　
直
売
所
の

最
近
の
お
す

す
め
は
、「
も

も
の
す
け
」

と
い
う
カ
ブ
。
桃
の
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル
で
、

サ
ラ
ダ
に
彩
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

　
直
売
所
に
は
、
フ
ァ
イ
ル
を
置
き
、
そ
こ

に
は
野
菜
の
栄
養
素
や
食
べ
方
を
写
真
入
り

で
掲
載
し
、
自
由
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

準
備
し
て
い
ま
す
。

　
珍
し
い
野
菜
に
は
、
栄
養
素
プ
ラ
ス
、
生

産
者
が
お
す
す
め
す
る
一
言
を
添
え
て
、
一

つ
一
つ
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
を
作
っ
て
、
袋
に
貼

り
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
学
校
時
代
に
、
自
ら
新
規
就
農
を
決

め
、
農
業
で
成
功
し
た
い
と
い
う
志
を
持
っ

た
、
私
よ
り
も
若
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

て
、
そ
れ
に
と
て
も
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
に
話
を
聞
い
て
も
、「
農
業
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
良
い
方
向

に
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
皆
口
を
揃
え
て
話

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
農
業

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

は
、
自
分
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
思
い
、
私

も
こ
れ
か
ら
や
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
我
が
家
は
代
々
農
家
で
、
私
で
16
代
目
で

す
。
そ
の
伝
統
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
続
け
て

き
た
仕
事
の
や
り
方
を
継
承
し
な
が
ら
、
時

代
に
合
っ
た
農
業
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
も
、
稼
げ

る
格
好
良
い
農
業
の
魅
力
を
体
現
し
、
新
し

い
農
家
の
姿
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
目
標
の

一
つ
で
す
。

　
食
育
に
も
興
味
が
あ

り
、
子
供
た
ち
に
も
、

野
菜
の
美
味
し
さ
や
生

育
過
程
を
伝
え
る
な
ど
、

少
し
で
も
農
業
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
貢

献
も
し
て
い
き
た
い
で

す
。

専
門
学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
農
園
経
営
に
還
元

　
　
伝
統
の
「
農
家
の
志
」
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い

クローズアップ “ のうぎょう”

流
山
市
名
都
借

中な
か
だ田

　大た
い
ち地

　さ
ん（
25
歳
）

少
量
多
品
目
販
売
が
直
売
所
の
強
み
。

“
ま
た
来
た
く
な
る
店
舗
運
営
”を
継
続

　
就
農
１
年
目
。
種
苗
会
社
の
園
芸
専
門
学
校
で
２
年
間

学
ん
だ
後
、
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
作
業
は
、
母
・
祖
父

母
と
行
い
ま
す
。

　
経
営
面
積
は
、
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
主
力
作
物
は
、
秋

か
ら
春
に
か
け
て
は
、
小
カ
ブ
、
夏
の
間
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
枝
豆
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
直
売
向
け
に
年

間
80
品
目
以
上
の
季
節
の
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

梨
業
組
合
石
井
さ
ん

　
　
農
水
大
臣
賞
を
受
賞

　

鎌
ヶ
谷
市
梨
業
組
合
の
石
井
伸
和
さ
ん

（
47
歳
。
写
真
）
は
、
7
月
31
日
〜
８
月

１
日
に
、
イ
オ
ン
津
田
沼
店
で
行
わ
れ
た

令
和
３
年
度
千
葉
な
し
味
自
慢
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

対
象
品
種
は
幸
水
で
、
90
点
の
出
品
数

を
専
門
家
が
審
査
し
ま
し
た
。

　

鎌
ヶ
谷
市
梨
業
組
合
生
産
者
の
梨
は
、

昨
年
も
同
賞
を
受
賞
し
、
２
年
連
続
で
の

快
挙
達
成
と
な
り
ま
す
。

旬
の
特
産
梨
を
味
わ
っ
て

松
戸
の
梨
農
家
が
市
長
を
訪
問 

　

旬
を
迎
え
た
特
産
の
梨
を
市
民
に
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
松
戸
市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会
（
髙
橋
治
会
長
）
と
松

戸
市
梨
研
究
会
（
渡
来
一
弘
会
長
）
は

８
月
19
日
、
同
市
役
所
市
民
サ
ロ
ン
を

訪
れ
、
本
郷
谷
健
次
市
長
に
幸
水
・
豊

水
梨
１
０
０
箱
（
５
キ
ロ
入
り
）
を
寄

付
し
ま
し
た
。

　

梨
は
、
市
内
89
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

福
祉
施
設
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

昭
和
58
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
で

38
回
目
で
す
。

ガ
ン
バ
レ
専
松
高
校

農
畜
産
物
で
エ
ー
ル
を
送
る

　

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
は
、
８
月

２
日
、
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
に
出
場
を
決
め
た
、
専
修
大
学
松
戸

高
等
学
校
に
、
県
産
農
畜
産
物
な
ど
を

贈
呈
し
、
激
励
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
秋
元
篤
司
経
営
管
理
委
員
会

会
長
と
Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
林
茂
壽
運
営
委

員
会
会
長
が
、「
ま
つ
ど
の
梨
」２
５
０

キ
ロ
、
米
１
０
０
キ
ロ
、
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
60
袋
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
３
０
０
本
、

ジ
ュ
ー
ス
３
０
０
本
、
壮
途
金
を
贈
り

ま
し
た
。

J A の 様 々 な 話 題 を お 伝 え し ま す ＪＡニュース

▲カブの播種作業

▲母の好
よしこ

子さんと直売所で

▲インスタグラムはこちら



【全体運】新しいことを始めるなら協力者を探しましょう。コミュニケーションを取る過程で計画もブラッシュアップ
【健康運】良好。スポーツは好成績が期待できます
【幸運の食べ物】マツタケ

双子座　5/21～6/21

【全体運】より過ごしやすい環境を目指すと運勢が活性化します。部屋の模様替えはお勧め。家族団らんの時間も大切に
【健康運】運動は準備体操から。筋肉をよくほぐして
【幸運の食べ物】ギンナン

蟹座　6/22～7/22

特 集



【全体運】人気運が上昇。友人たちとおしゃべりを楽しめます。有益な情報もキャッチでき笑顔がこぼれそう。買い物にもツキ
【健康運】新しい運動や健康法も試してみましょう
【幸運の食べ物】カボチャ

獅子座　7/23～8/22

【全体運】迷ったときは先に進まないように。十分に情報を集めてから行動を起こしましょう。蓄財、スキルアップは積極的に
【健康運】食事は楽しく。彩りの良いメニューが◎
【幸運の食べ物】チンゲンサイ

乙女座　8/23～9/22

安
全
な
直
売
所
経
営
に
役
立
て
て

　
Ｊ
Ａ
が
手
指
消
毒
液
を
贈
る

　

松
戸
市
観
光
梨
園
組
合
連
合
会
の
髙

橋
治
会
長
と
松
戸
市
梨
研
究
会
の
渡
来

一
弘
会
長
は
、
８
月
19
日
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
梨
の
出
来
栄
え
を
報
告
す
る
た
め
、

当
Ｊ
Ａ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

  

訪
問
を
受
け
た
当
Ｊ
Ａ
は
、
秋
元
篤

司
会
長
と
小
倉
忠
勝
理
事
長
が
応
対
し
、

直
売
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
液
を
贈
り

ま
し
た
。

　

消
毒
液
６
０
０
本
は
、
直
売
所
を
開

設
す
る
生
産
者
へ
順
次
配
布
さ
れ
ま
す
。

「
か
ま
が
や
の
梨
」

地
域
団
体
商
標
を
取
得

ブ
ラ
ン
ド
化
で
有
利
販
売
へ

　
「
か
ま
が
や
の
梨
」が
こ
の
た
び
、
特

許
庁
か
ら
地
域
団
体
商
標
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

生
産
者
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
で
、
よ
り

一
層
の
品
質
の
向
上
と
販
路
拡
大
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

時
田
將
鎌
ヶ
谷
市
梨
業
組
合
長
は
、

「
県
で
も
屈
指
の
生
産
量
を
誇
る
、
当

市
の
梨
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
誇
ら
し
い
。

ワ
イ
ン
や
カ
レ
ー
な
ど
加
工
品
の
開
発
、

沖
縄
な
ど
県
外
へ
の
販
路
の
拡
大
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
海
外
へ
の
輸
出
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
お

す
す
め
し
ま
す
」と
話
し
、他
産
地
と
の

競
争
に
負
け
な
い
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

食
べ
頃
を
ど
う
ぞ

「
ま
つ
ど
の
梨
」
出
張
販
売

　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
27
日
、
ア
ト
レ
松
戸

で
「
ま
つ
ど
の
梨
」
出
張
販
売
イ
ベ
ン

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

旬
を
迎
え
た
豊
水
・
南
水
・
か
お
り

な
ど
を
一
袋
（
１
キ
ロ
入
り
）
７
５
０

円
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
２
５
０
キ
ロ
は
、
開
店
か

ら
お
よ
そ
一
時
間
程
で
完
売
し
ま
し
た
。

地
域
団
体
商
標
取
得
で

ダ
ン
ボ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
刷
新

　
「
ま
つ
ど
の
梨
」の
出
荷
用
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
の
デ
ザ
イ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。

　

箱
に
は
、二
十
世
紀
梨
発
祥
の
地
ま

つ
ど
の
梨
と
印
字
さ
れ
、松
戸
産
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
化
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
み
の
り

ち
ゃ
ん
も
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

お 伝 え し ま すJ A の 様 々 な 話 題 を ＪＡニュース

　
サ
ツ
マ
イ
モ
（
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
）
も

ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
ポ
テ
ト
）
も
救
荒
作
物
で

す
。
ど
ち
ら
も
原
産
地
は
中
南
米
で
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
に
よ
り
欧
州
、

ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
根
が
肥
大
し
た

塊
根（
か
い
こ
ん
）、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
茎
が

肥
大
し
た
塊
茎（
か
い
け
い
）
で
す
。

　
野
菜
の
名
前
に
は
歴
史
や
逸
話
が
あ
っ

て
面
白
い
で
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
薩
摩
国

か
ら
江
戸
に
伝
わ
っ
た
か
ら
「
薩
摩
芋
」。

薩
摩
国
に
は
琉
球
か
ら
伝
わ
っ
た
か
ら「
琉

球
芋
」。
琉
球
に
は
唐
か
ら
伝
わ
っ
た
か
ら

「
唐
芋
」（
か
ら
い
も
）。
中
国
で
は
甘
い
薯

（
い
も
）
だ
か
ら
「
甘
藷
」（
か
ん
し
ょ
）

で
す
。

　
沖
縄
県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
植
物
防
疫

法
に
よ
っ
て
、
本
土
に
持
ち
込
む
こ
と
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
土
に
は
生
息
し

て
い
な
い
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
ま
ん
延
を
防

止
す
る
た
め
で
す
。
沖
縄
県
は
ウ
リ
ミ
バ

エ
根
絶
で
開
発
さ
れ
た
技
術
を
基
に
防
除

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
肉

色
が
赤
や
紫
の
「
紅
イ
モ
」
が
本
土
で
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
収
穫
直
後
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
甘
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
ん
ぷ
ん
が
糖
化
す
る
の
に
2

〜
3
週
間
か
か
り
ま
す
。
貯
蔵
期
間
が
長

く
な
る
と
甘
味
は
強
く
な
り
ま
す
が
、
ホ

ク
ホ
ク
感
は
薄
れ
ま
す
。
貯
蔵
適
温
は
13

度
で
、
10
度
以
下
の
低
温
に
長
く
置
く
と

中
が
黒
く
腐
敗
し
ま
す
。
一
般
家
庭
で
は

購
入
後
で
き
る
だ
け
早
く
使
い
切
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
あ
く
が
強
く
、
切
り
口

が
空
気
に
触
れ
る
と
黒
く
変
色
し
ま
す
。

き
ん
と
ん
や
サ
ラ
ダ
な
ど
色
を
美
し
く
料

理
し
た
い
と
き
は
、
皮
を
厚
め
に
む
き
、

す
ぐ
に
水
に
漬
け
ま
す
。
漬
け
過
ぎ
る
と

水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
流
失
し
て
し
ま

う
の
で
短
時
間
に
し
ま
す
。

　
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
製
造
用
の
多
収
の
品
種
が
、
ま
さ
に
救

荒
作
物
と
し
て
国
民
を
飢
餓
か
ら
救
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
用
の

品
種
は
粘
り
も
甘
さ
も
少
な
く
、
サ
ツ
マ

イ
モ
を
見
る
の
も
嫌
だ
と
い
う
人
が
増
え

ま
し
た
。
今
は
「
安
納
芋
」
や
「
べ
に
は

る
か
」
な
ど
と
て
も
お
い
し
い
品
種
が
栽

培
さ
れ
、
ケ
ー
キ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 土

壌
医
●
藤
巻
久
志

［
野
菜
も
の
知
り
百
科
］

〝
サ
ツ
マ
イ
モ
（
ヒ
ル
ガ
オ
科
サ
ツ
マ
イ
モ
属
）〟

 

令和3年8月31日、下記のとおり辞令を発令しました。

＜退職＞　宮田美輪　（旧任　融資部融資課）



　
農
業
者
年
金
制
度
の
　
　

　
　
　
　
改
正
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
長
く
多
様
な
形

で
働
く
社
会
へ
と
変
化
す
る
中
で
、
長
期

化
す
る
高
齢
期
の
経
済
基
盤
の
充
実
を
図

る
た
め
、
ま
た
、
若
い
農
業
者
が
農
業
者

年
金
に
加
入
し
や
す
く
す
る
た
め
、
農
業

者
年
金
制
度
の
法
律
や
政
令
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
、
令
和
四
年
一
月
以

降
農
業
者
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
施

行
時
期
と
制
度
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
改
正
は
平
成
十
四
年
一
月
か
ら

始
ま
っ
た
新
た
な
年
金
事
業
（
新
制
度
）

の
み
が
対
象
で
す
。

改
正
そ
の
１

　

若
い
農
業
者
が
加
入
し
や
す
い
よ
う

　

保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　
現
在
の
通
常
加
入
の
保
険
料
は
下
限
が

二
万
円
で
上
限
が
六
万
七
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
令
和
四
年
一
月
一
日
よ
り

三
十
五
歳
未
満
で
一
定
の
条
件
（
左
表
参

照
）
を
満
た
す
方
は
、
一
万
円
か
ら
で
も

通
常
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
は
千
円
単
位
で
選
択
可
能

で
、
加
入
途
中
で
金
額
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
通
常
加
入
で
二
万
円
未
満
の
保
険
料
を

選
択
し
て
い
る
方
が
、
三
十
五
歳
に
な
っ

た
又
は
認
定
農
業
者
に
な
っ
た
等
１
〜
５

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
通

常
加
入
の
保
険
料
を
二
万
円
以
上
に
変
更

又
は
政
策
支
援
加
入
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

　
農
業
者
老
齢
年
金
（
通
常
加
入
さ
れ
た

方
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日

よ
り
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
間

で
受
給
開
始
時
期
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
裁
定
請
求
せ
ず
に
七

十
五
歳
に
達
し
た
時
は
、
七
十
五
歳
か
ら

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
通
り
六
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
間
で
繰
り
上
げ
受
給
を
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
特
例
付
加
年
金
（
政
策
支
援
加
入
さ
れ

た
方
）
に
つ
い
て
は
、
特
例
付
加
年
金
の

受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
い
つ
で
も

受
給
開
始
時
期
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
例
付
加
年
金
の

受
給
要
件
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
六
十
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
に
お
い

て
二
十
年
以
上
の
保
険
料
納
付
済
期

間
等
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
農
業
を
営
む
者
で
な
い
こ
と
（
経
営

継
承
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
）

③
六
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

　
新
制
度
の
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式
の

確
定
拠
出
型
年
金
で
あ
り
、
受
け
取
る
年

金
額
は
自
ら
が
積
み
立
て
た
保
険
料
の
総

額
と
そ
の
運
用
成
績
に
応
じ
て
決
ま
り
ま

す
。
一
般
的
に
は
運
用
期
間
を
長
く
す
る

こ
と
で
、
年
金
原
資
の
充
実
が
期
待
で
き

ま
す
が
、
運
用
成
績
に
よ
っ
て
は
必
ず
し

も
年
金
額
が
増
え
る
と
は
限
ら
ず
、
マ
イ

ナ
ス
運
用
が
続
い
た
場
合
に
は
年
金
額
が

減
少
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
よ
く

理
解
し
た
上
で
受
給
を
開
始
す
る
時
期
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
の

は
、
農
業
に
従
事
す
る
方
で
、
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
一
号
被
保

険
者
で
す
が
、
制
度
改
正
に
よ
り
令
和
四

年
五
月
一
日
よ
り
六
十
五
歳
ま
で
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
六
十
歳
以
降
に
加
入
で
き
る

方
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
に
限
り

ま
す
。
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
と
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
が
四
百

八
十
月
（
四
十
年
）
に
満
た
な
い
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、
年
金
額
の

充
実
を
目
的
と
し
て
、
国
民
年
金
に
任
意

で
加
入
し
て
い
る
方
を
い
い
ま
す
。

※
六
十
歳
以
降
、
農
業
者
年
金
に
加
入
す

る
場
合
は
通
常
加
入
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
資
格
は
六
十

歳
に
達
し
た
時
に
自
動
的
に
喪
失
す
る

た
め
、
引
き
続
き
農
業
者
年
金
に
加
入

す
る
場
合
は
再
度
農
業
者
年
金
の
加
入

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
と
、
国
民
年

金
の
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
農
業
者
な
ら
加
入
で
き
る
終
身
年
金

　
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
し
、
国

民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
免
除

者
を
除
く
）
で
あ
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
（
令
和
三
年
十
月
現
在
）
の
方
が
加

入
で
き
ま
す
。

②
変
更
手
数
料
は
不
要
。
保
険
料
の
見
直

し
が
い
つ
で
も
可
能

　
経
営
状
況
や
老
後
の
生
活
設
計
に
応
じ

て
、
保
険
料
を
加
入
後
い
つ
で
も
変
更
で

き
、
年
払
い
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
途
中

で
脱
退
・
再
加
入
も
で
き
ま
す
。

③
生
涯
を
通
じ
て
税
制
面
で
大
き
な
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
家
族
の
分
も
含
め

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者

年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

④
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
の
方
や
、
そ

の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者

・
後
継
者
の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月
額

二
万
円
の
保
険
料
の
う
ち
最
大
一
万
円
）

が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

　
　
　

合
わ
せ
た
加
入
が
可
能

　
今
ま
で
「
保
険
料
の
下
限
が
二
万
円
は

高
い
」
と
い
っ
た
理
由
で
加
入
を
見
合
わ

せ
て
い
た
方
も
、「
収
入
が
あ
る
う
ち
は

余
裕
が
あ
る
の
で
年
金
の
受
給
開
始
時
期

を
遅
ら
せ
た
い
」
と
お
考
え
の
方
も
、
よ

り
幅
広
く
加
入
や
受
給
に
つ
い
て
選
択
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
農
業
者
年
金
に
関
す

る
ご
相
談
等
は
営
農
生
活
課
（
松
戸
経
済

セ
ン
タ
ー
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

改
正
そ
の
３

農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す

農
業
者
年
金
な
ら
で
は
の

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

農
業
振
興
課

斎
藤
淑
美

営
農
生
活
課

【
保
険
料
引
き
下
げ
の
対
象
者
】

　
　

次
の
１
～
５
の
い
ず
れ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　

該
当
し
な
い
方

１
　
認
定
農
業
者
か
つ
青
色
申
告
者

２
　
認
定
就
農
者
か
つ
青
色
申
告
者

３
　
１
又
は
２
の
者
と
家
族
経
営
協
定

を
締
結
し
経
営
に
参
画
し
て
い
る

配
偶
者
又
は
直
系
卑
属

４
　
認
定
農
業
者
又
は
青
色
申
告
者

５
　
１
又
は
２
以
外
の
農
業
を
営
む
者

の
直
系
卑
属
で
、
そ
の
農
業
に
常

時
従
事
す
る
後
継
者

改
正
そ
の
２

　

農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時
期
の

　

選
択
肢
が
広
が
り
ま
す

【全体運】運勢に勢いがあり目標に向けて始動するのに最適。無理を通せるときだけに周囲への配慮も忘れずに。情報発信を
【健康運】我慢し過ぎは禁物。不調を感じたら病院へ
【幸運の食べ物】ニンジン

天秤座　9/23～10/23

【全体運】予定を詰め込み過ぎないで。マイペースを保てる「余裕」が勝利の鍵を握っています。音楽や映画観賞がお勧め
【健康運】ゆったりティータイムでリフレッシュ
【幸運の食べ物】レンコン

蠍座　10/24～11/22



【全体運】交友関係が活発化。楽しい時間を持てます。頼まれ事は引き受けて。あなたからのお願いも聞いてもらえるはず
【健康運】最近話題の健康グッズなどを試してみて
【幸運の食べ物】エビイモ

射手座　11/23～12/21

【全体運】努力が空回りしがち。うまくいかないときは根本からやり方を見直してみる必要がありそう。下旬以降は好転の兆し
【健康運】オーバーワークに気を付けて。休息も大切
【幸運の食べ物】柿

山羊座　12/22～1/19



【全体運】好調です。かなりの無理も今月なら通るはず。用意周到に漏れなく進めましょう。うれしい結果が待っています
【健康運】ハードなスポーツやレジャーも楽しめます
【幸運の食べ物】カラシナ

水瓶座　1/20～2/18

【全体運】前に読んだ本や雑誌などを見返して。役立つ発見がありそう。困ったときは経験者に話を聞くのがお勧めです
【健康運】ぬるめのお湯にゆっくりつかってリラックス
【幸運の食べ物】栗

魚座　2/19～3/20

10 月 の 相 談 日（要予約）

顧問弁護士、顧問税理士等が
ご相談を承ります。

お気軽にご相談ください。

　法律相談　　　 税務相談

　8日（金）本店　 12日（火）資産管理課

　22日（金）本店　　 15日（金）本店

相談時間：午前中のみ、本店は9:00より
　　　　　資産管理課（八木事務所）は
　　　　　10:00より
　　　　　お一人様30分間

受付期限：相談日の３日前まで

☆ご予約は各開催場所へご連絡願います。
☆緊急事態宣言中は、中止となります。

　相　談　課（本店）	   ℡047（361）2206
　資産管理課（八木事務所）℡04（7157）6330

（八木事務所）

『年金無料相談会』開催日程
　年金についての、疑問や質問に年金専門
家の社会保険労務士がご相談を承ります。

10月 8日（金）

運 河 支 店

10月19日（火）

松戸西支店

　　　　　　　＊開催時間：9時〜15時

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によ
　っては、開催が中止となる場合があります。

◎詳しくは開催支店窓口にご確認ください。

インフォメーション


	Unity10-九校.pdf
	Unity10-九校2
	Unity10-九校3
	Unity10-九校4

